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文
化
功
労

降
幡　

廣
信　

様 （
三
郷
）

建
築
士
と
し
て
数
々
の
建
築
作
品
を
手
掛

け
、
特
に
日
本
民
家
の
再
生
に
お
い
て
県

内
外
で
功
績
を
残
さ
れ
、
建
築
・
景
観
両

分
野
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
功
労

三
澤　

博
文　

様 （
穂
高
）

安
曇
野
市
消
防
団
副
団
長
な
ど
を
歴
任
さ

れ
、
20
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

村
田　

一
郎　

様 （
豊
科
）

岩
垂　

巧
磨　

様 （
明
科
）

安
曇
野
市
消
防
団
分
団
長
な
ど
を
歴
任
さ

れ
、
長
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

■
市
功
労
表
彰
式
を
開
催

令
和
４
年
度
安
曇
野
市
功
労
表
彰
式
が
１

月
４
日
、
市
役
所
大
会
議
室
で
行
わ
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
貢
献
さ
れ
た
16
人
・
４
団

体
・
４
企
業
に
、
太
田
市
長
か
ら
表
彰
状
・

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。（
順
不
同
）

自
治
功
労

竹
内　

勲　

様 （
堀
金
）

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
を
務
め
る
な
ど

12
年
に
わ
た
り
、
公
正
か
つ
適
正
な
選
挙

管
理
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

丸
山　

く
み
子　

様 （
豊
科
）

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
職
務
代
理
を
務

め
る
な
ど
12
年
に
わ
た
り
、
公
正
か
つ
適

正
な
選
挙
管
理
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

山
中　

崇　

様 （
豊
科
）

監
査
委
員
と
し
て
12
年
に
わ
た
り
、
地
方

自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

故　

召
田　

義
人　

様 （
穂
高
）

安
曇
野
市
議
会
議
長
を
務
め
る
な
ど
13
年

に
わ
た
り
、
地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

統
計
功
労

西
澤　

國
雄　

様 （
三
郷
）

酒
井　

秀
明　

様 （
穂
高
）

統
計
調
査
員
と
し
て
10
年
に
わ
た
り
統
計

行
政
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

寄
附

堀　

勝
彦　

様 （
豊
科
）

安
曇
野
を
は
じ
め
世
界
の
希
少
な
昆
虫
標

本
を
市
に
寄
贈
さ
れ
、
博
物
館
事
業
や
生

物
学
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

松
本
支
社　

様 （
松
本
市
）

地
域
住
民
の
健
康
増
進
の
た
め
多
額
の
金

員
を
寄
附
さ
れ
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

株
式
会
社
ノ
ジ
マ　

様 （
神
奈
川
県
）

社
会
貢
献
活
動
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
家

電
製
品
等
を
寄
附
さ
れ
、
地
方
自
治
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
株
式
会
社　

様

（
諏
訪
市
）

環
境
教
育
の
一
助
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
用

紙
お
よ
び
再
生
紙
ノ
ー
ト
を
寄
附
さ
れ
、

市
の
教
育
行
政
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

保
健
衛
生
功
労

伊
藤　

邦
俊　

様 （
松
川
村
）

故　

平
林　

淳
朗　

様 （
明
科
）

学
校
医
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
、
学
校
保

健
の
推
進
お
よ
び
児
童
生
徒
の
健
康
の
保

持
増
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

善
行
功
労

特
定
非
営
利
活
動
法
人
森
倶
楽
部
21　

様　

（
堀
金
）

長
峰
山
「
天
平
の
森
」
を
活
動
拠
点
と
し

て
動
植
物
調
査
に
基
づ
き
、
希
少
動
植
物

保
全
活
動
や
森
林
環
境
保
全
活
動
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

劇
団
「
あ
や
め
」　

様 （
明
科
）

「
防
犯
」
を
題
材
と
し
た
演
劇
を
通
じ
て

市
民
の
防
犯
意
識
の
高
揚
を
図
る
啓
発
を

行
わ
れ
、
市
民
の
安
全
安
心
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

下
川　

康
太
郎　

様 （
穂
高
）

お
祭
り
の
お
囃
子
を
教
え
古
厩
区
の
大
宮

神
社
の
祭
典
を
支
え
ら
れ
、
社
会
教
育
の

向
上
や
区
の
伝
統
行
事
の
伝
承
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

統
計
功
労

等
々
力　

啓
司　

様 （
穂
高
）

上
條　

孝
子　

様 （
豊
科
）

統
計
調
査
員
と
し
て
20
年
に
わ
た
り
統
計

行
政
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
教
育
功
労

臼
井
吉
見
文
学
館
友
の
会　

様 （
堀
金
）

臼
井
吉
見
文
学
館
を
会
場
に
、
15
年
に
わ

た
り
臼
井
吉
見
の
顕
彰
活
動
を
行
わ
れ
、

市
民
の
文
化
活
動
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

『
安
曇
野
』
を
読
む
会　

様 （
堀
金
）

臼
井
吉
見
の
「
安
曇
野
」
の
読
書
会
を
行

う
な
ど
、
33
年
に
わ
た
り
臼
井
吉
見
の
顕

彰
活
動
を
行
わ
れ
、
市
民
の
文
化
活
動
の

向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
エ
ア
ク
ー
ル　

様 （
穂
高
）

地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
防
災
用
品
を
寄

附
さ
れ
、
市
の
災
害
対
策
の
充
実
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
左
記
の
皆
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈

呈
し
ま
し
た
。（
順
不
同
）

松
本
信
用
金
庫　

様 （
松
本
市
）

創
立
１
０
０
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
多

額
の
金
員
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

（
令
和
４
年
３
月
10
日 

贈
呈
）

丸
壽
産
業
株
式
会
社　

様 （
堀
金
）

堀
金
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
の
図
書
購
入
費

の
た
め
多
額
の
金
員
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

（
令
和
４
年
７
月
27
日　
贈
呈
）

有
限
会
社
ワ
ー
ル
ド
ド
リ
ー
ム　

様 （
上
田
市
）

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
多
額
の

金
員
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

（
令
和
４
年
９
月
21
日　
贈
呈
）

株
式
会
社
エ
イ
ワ　

様 （
穂
高
）

市
内
の
小
中
学
校
の
図
書
購
入
費
の
た
め

多
額
の
金
員
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

（
令
和
４
年
11
月
30
日　
贈
呈
）

宮
澤　

宗
弘　

様 （
豊
科
）

高
齢
者
福
祉
の
充
実
の
た
め
多
額
の
金
員

を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

（
令
和
４
年
12
月
22
日　
贈
呈
）

山
岸　

日
出
男　

様 （
松
本
市
）

貞
享
義
民
記
念
館
の
運
営
の
た
め
多
額
の

金
員
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

（
令
和
４
年
12
月
28
日　
贈
呈
）

前列左から堀勝彦、西澤國雄、降幡廣信、竹内勲、太田寛市長、平林明議長、召田義人（代理　召田美惠子）、等々力啓司、下川康太郎、劇
団あやめ（代表　三好さき子）　中列左から『安曇野』を読む会（代表　伊藤正住）、臼井吉見文学館友の会（会長　青柳邦榮）、上條孝子、
山中崇、丸山くみ子、平林淳朗（代理　平林千代）、特定非営利活動法人森倶楽部 21（理事長　森芳昭）、酒井秀明、明治安田生命保険相互
会社松本支社（支社長　緒方純子）、セイコーエプソン株式会社（代理　総務部課長　石川直仁）　後列左から橋渡勝也教育長、中山栄樹副市長、
株式会社デンソーエアクール（代表取締役社長　西山宏）、三澤博文、村田一郎、岩垂巧磨、一志信一郎副議長

（受賞者は敬称略）　※当日欠席された皆さんには後日伝達

表
彰
状

感
謝
状

太田市長から表彰状・感謝状を贈呈

受賞者を代表して謝辞を述べる竹内勲さん


